
エックス線作業主任者試験Ａ

受験番 号 ｴｯｸｽ線Ａ

１／４

（エックス線の管理に関する知識）

問 １ エックス線装置を用いて鋼板の透過写真撮影を行う

とき、エックス線管の焦点から３ｍの距離にある点Ｐ

における１cm線量当量率が写真撮影中０.２mSv/hであ

った。

エックス線管の焦点と点Ｐを結ぶ直線上で焦点から

点Ｐの方向に１５ｍの距離にある点Ｑが管理区域の境

界の外側になるようにしたい。

１週間に撮影可能な写真の枚数として、最大のもの

は次のうちどれか。

ただし、露出時間は１枚の撮影について１１０秒と

し、エックス線管の焦点と点Ｐを結ぶ直線上で焦点か

ら点Ｐの方向にある地点における１cm線量当量率は焦

点からの距離の２乗に反比例するものとする。

また、３月は１３週とする。

（１）６８０枚／週

（２）６５０枚／週

（３）５５０枚／週

（４）４００枚／週

（５）３８０枚／週

問 ２ あるエネルギーのエックス線に対する鉄の質量減弱

係数が０.５cm /gであるとき、このエックス線に対す２

る鉄の１/１０価層に最も近い厚さは次のうちどれか。

ただし、鉄の密度は、７.６g/cm であるものとし、３

log ２＝０.６９、log ５＝１.６１として計算すること。ｅ ｅ

(１）２mm

（２）３mm

（３）４mm

（４）５mm

（５）６mm

問 ３ エックス線に関する次の記述のうち、正しいものは

どれか。

（１）エックス線は、高エネルギーの荷電粒子の流れで

ある。

（２）制動エックス線は、軌道電子がエネルギー準位の

高い軌道から低い軌道へと転移するとき発生する。

（３）制動エックス線のエネルギー分布は、連続スペク

トルを示す。

（４）特性エックス線は、原子核のエネルギー準位の遷

移に伴い、原子核から放出される。

（５）特性エックス線の波長は、エックス線管の管電圧

を高くすると短くなる。

問 ４ 図Ⅰのように、検査鋼板に垂直に細い線束のエック

ス線を照射し、エックス線管の焦点から５ｍの位置で、

透過したエックス線の１cm線量当量率を測定したところ、

１６mSv/ｈであった。次に図Ⅱのように、この線束を

厚さ１８mmの鋼板で遮へいし、同じ位置で１cm線量当

量率を測定したところ１mSv/hとなった。

この遮へい鋼板を厚いものに替えて、同じ位置にお

ける１cm線量当量率を０.５mSv/h以下にするとき、使

用することのできる遮へい鋼板の厚さとして最も小さ

いものは次のうちどれか。

ただし、エックス線の実効エネルギーは変わらない

ものとする。また、散乱線の影響は無いものとする。

検査鋼板 検査鋼板

遮へい鋼板
線管 測定点 線管 1８mmエックス エックス

の焦点･ ・ の焦点・ ・測定点

１６mSv/h １mSv/h

５ｍ ５ｍ

図 Ⅰ 図 Ⅱ

（１）２０mm

（２）２３mm

（３）２５mm

（４）２７mm

（５）３０mm

問 ５ エックス線と物質との次のＡからＤまでの相互作用

のうち、その作用によって入射エックス線が消滅して

しまうものの組合せは(１)～(５)のうちどれか。

Ａ レイリー散乱

Ｂ 光電効果

Ｃ コンプトン効果

Ｄ 電子対生成

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ



問 ６ 単一エネルギーで太い線束のエックス線を吸収体に

照射したときの透過後の強度を示す式における再生

（ビルドアップ）係数の値に直接影響を与えないもの

は次のうちどれか。

（１）吸収体の材質

（２）吸収体の厚さ

（３）入射エックス線の線量率

（４）入射エックス線のエネルギー

（５）入射エックス線の線束の広がり

問 ７ 下の図は、あるエックス線装置から発生するエック

ス線のエネルギー分布を示したもので、①の曲線は、

通常の照射時のエネルギー分布を示したものである。

このエックス線装置に関する次のＡからＥまでの照

射条件の変化のうち、図中の②及び③の曲線で示され

るエネルギー分布を得ることができるものの組合せは

(１)～(５)のうちどれか。

ただし、その他の照射条件は変化させないものとす

る。

Ａ 管電圧を上げ、管電流も増加させる。

Ｂ 管電圧を上げ、管電流はもとのままにする。

Ｃ 管電圧はもとのままにし、管電流を増加させる。

Ｄ 管電圧はもとのままにし、管電流を減少させる。

Ｅ 管電圧を下げ、管電流はもとのままにする。

強 ②

度 ①

③

エネルギー０

② ③

（１）Ａ Ｄ

（２）Ａ Ｅ

（３）Ｂ Ｄ

（４）Ｃ Ｄ

（５）Ｃ Ｅ

ｴｯｸｽ線Ａ

２／４

問 ８ エックス線の散乱線に関する次の記述のうち、正し

いものはどれか。

ただし、特に記述した以外の条件はすべて同一とする。

（１）前方散乱線の空気カーマ率は、散乱角が大きくな

るに従って増加する。

（２）前方散乱線の空気カーマ率は、散乱体の板厚が増

すに従って増加する。

（３）後方散乱線の空気カーマ率は、管電圧が増加する

に従って減少する。

（４）後方散乱線の空気カーマ率は、散乱角が増大する

に従って減少する。

（５）後方散乱線の空気カーマ率は、散乱体の板厚が増

すと増加するが、ある厚さ以上となるとほぼ一定と

なる。

問 ９ エックス線管に関する次の記述のうち、誤っている

ものはどれか。

（１）エックス線管の陰極のフィラメントには、融点が

高く抵抗の小さいタングステンが用いられ、陽極の

ターゲットには、熱伝導性の良い銅が用いられる。

（２）フィラメント端子間の電圧は１０～２０Ｖ程度で

あり、フィラメント加熱用の変圧器は降圧変圧器が

用いられる。

（３）エックス線の発生効率は、管電圧とターゲット元

素の原子番号の積に比例する。

（４）エックス線管の陰極には、発生した熱電子のひろ

がりをおさえるための集束筒（集束カップ）が設け

られている。

（５）陽極のターゲットは斜めにカットされており、加

速された電子線が衝突しエックス線が発生する領域

である実焦点よりも、これをエックス線束の利用方

向から見た実効焦点の方が小さくなる。

問１０ 管理区域を設定するための外部放射線の測定に関す

る次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）測定点には、壁等の構造物によって区切られた境

界の近辺の箇所を含むようにする。

（２）測定点の高さは、作業床面上約１ｍの位置とする。

（３）測定は、あらかじめ計算により求めた線量率の低

い箇所から逐次高い箇所へと行っていく。

（４）測定前にバックグラウンド値を調査しておき、こ

れを測定値に加算した値を測定結果とする。

（５）フィルムバッジ等の積算型の放射線測定器を用い

て測定することもできる。



（ 関 係 法 令 ）

問１１ 電離放射線障害防止規則に基づく健康診断（以下

「健康診断」という。）に関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

（１）放射線業務歴のない者を雇い入れて放射線業務に

就かせるときに行う健康診断において、医師が必要

でないと認めるときは、「白血球数及び白血球百分

率の検査」を除く他の検査項目の全部又は一部を省

略することができる。

（２）定期の健康診断において、医師が必要でないと認

めるときは、「被ばく歴の有無の調査及びその評価」

を除く他の検査項目の全部又は一部を省略すること

ができる。

（３）健康診断の項目に異常の所見があると診断された

労働者については、その結果に基づき、健康を保持

するために必要な措置について、健康診断実施日か

ら３月以内に、医師の意見を聴かなければならない。

（４）健康診断の結果に基づき、電離放射線健康診断個

人票を作成し、原則として３０年間保存しなければ

ならない。

（５）電離放射線健康診断結果報告書の所轄労働基準監

督署長への提出は、定期の健康診断を行ったときに

は必要であるが、雇い入れ又は放射線業務への配置

替えの際に行った健康診断については必要でない。

問１２ 放射線業務従事者が管理区域内で受ける外部被ばく

による線量を測定するために放射線測定器を装着する

すべての部位として、法令上、誤っているものは次の

うちどれか。

（１）最も多く放射線にさらされるおそれのある部位が

胸部である男性の場合 ………………………… 胸部

（２）最も多く放射線にさらされるおそれのある部位が

腹・大腿部であり、次に多い部位が頭・頸部である
たい けい

男性の場合 …………………… 胸部及び腹・大腿部

（３）最も多く放射線にさらされるおそれのある部位が

頭・頸部であり、次に多い部位が手指である男性の
……………………………… 胸部及び頭・頸部場合

（４）最も多く放射線にさらされるおそれのある部位が

手指であり、次に多い部位が腹・大腿部である男性

………………………………… 胸部及び手指の場合

（５）最も多く放射線にさらされるおそれのある部位が

頭・頸部であり、次に多い部位が胸・上腕部である

妊娠可能な女性の場合 ………… 腹部及び頭・頸部

ｴｯｸｽ線Ａ

３／４

問１３ 放射線業務従事者の被ばく限度として、法令上、正

しいものは次のうちどれか。

（１）男性の放射線業務従事者が受ける実効線量の限度

…… ５年間に１５０mSv､かつ､１年間に５０mSv

（２）妊娠可能な女性の放射線業務従事者が受ける実効

線量の限度………………………… ３月間に１０mSv

（３）妊娠と診断された女性の放射線業務従事者が腹部

表面に受ける等価線量の限度……… 妊娠中に５mSv

（４）緊急作業に従事する男性の放射線業務従事者が皮

膚に受ける等価線量の限度

……………… 当該緊急作業中に１Sv

（５）緊急作業に従事する男性の放射線業務従事者が眼

の水晶体に受ける等価線量の限度

……… 当該緊急作業中に５００mSv

問１４ 放射線業務従事者の線量の測定結果の算定、記録等

に関する次の記述のうち、法令上、誤っているものは

どれか。

（１）男性の放射線業務従事者の実効線量については、

原則として、６月ごと、１年ごと及び５年ごとの合

計を算定し、記録する。

（２）妊娠可能な女性の放射線業務従事者の実効線量に

ついては、原則として、１月ごと、３月ごと及び１

年ごとの合計を算定し、記録する。

（３）人体の組織別の等価線量については、３月ごと及

び１年ごとの合計を算定し、記録する。

（４）妊娠中の女性の腹部表面に受ける等価線量につい

ては、１月ごと及び妊娠中の合計を算定し、記録する。

（５）線量の測定結果の記録は、原則として３０年間保

存しなければならない。

問１５ エックス線作業主任者の職務として、法令に定めら

れていないものは次のうちどれか。

（１）管理区域の標識が規定に適合して設けられるよう

に措置すること。

（２）放射線業務従事者の受ける線量ができるだけ少な

くなるように照射条件を調整すること。

（３）作業場のうち管理区域に該当する部分について、

作業環境測定を行うこと。

（４）被ばく線量測定のための放射線測定器が規定に適

合して装着されているかどうかについて、点検する

こと。

（５）照射開始前及び照射中に、立入禁止区域に労働者

が立ち入っていないことを確認すること。



問１６ エックス線装置を用いて放射線業務を行う作業場の

管理区域に該当する部分の作業環境測定に関する次の

記述のうち、法令上、誤っているものはどれか。

（１）測定は、６月以内（エックス線装置を固定して使

用する場合において使用の方法及び遮へい物の位置

が一定しているときは１年以内）ごとに１回、定期

に行わなければならない。

（２）測定は、原則として、外部放射線による１cm線量

当量率又は１㎝線量当量について行う。

（３）放射線測定器を用いて測定することが著しく困難

なときは、計算により、算出することができる。

（４）測定を行ったときは、その都度、測定日時、測定

結果、測定結果に基づいて実施した措置の概要等法

定の事項を記録し、５年間保存しなければならない。

（５）測定の結果は、見やすい場所に掲示する等の方法

により、管理区域に立ち入る労働者に周知させなけ

ればならない。

問１７ 放射線装置室等に関する次の記述のうち、法令上、

正しいものはどれか。

（１）放射線装置室には、放射線業務従事者以外の者を

立ち入らせてはならない。

（２）エックス線装置を設置した放射線装置室について

は、遮へい壁等の遮へい物を設け、労働者が常時立

ち入る場所における外部放射線による実効線量が、

１週間につき５mSvを超えないようにしなければな

らない。

（３）装置の外側における外部放射線による１㎝線量当

量率が３０ Sv/hを超えないように遮へいされたµ

構造のエックス線装置については、放射線装置室内

に設置しなくてもよい。

（４）管電圧が１５０kＶを超えるエックス線装置を放

射線装置室内で使用するときは、エックス線装置に

電力が供給されていることを自動警報装置により関

係者に周知させる措置を講じなければならない。

（５）放射線装置室を設置しようとする事業者は、その

計画を当該工事開始日の１４日前までに、所轄都道

府県労働局長に届け出なければならない。

ｴｯｸｽ線Ａ

４／４

問１８ 次のＡからＤまでの場合について、法令に基づき所

轄労働基準監督署長にその旨又はその結果を報告しな

ければならないものの組合せは、(１)～(５)のうちど

れか。

Ａ エックス線作業主任者を選任した場合

Ｂ 管理区域について、作業環境測定を行った場合

Ｃ 労働者が常時立ち入る場所の実効線量を一定量

以下にするための遮へい物がエックス線の照射中

に破損し、かつ、照射を直ちに停止することが困

難な事故が発生した場合

Ｄ 放射線業務従事者が緊急作業中に７０mSvの実

効線量を受けた場合

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｄ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問１９ エックス線装置構造規格に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（１）波高値による定格管電圧が１０kＶ未満のエックス

線装置には、この構造規格は適用されない。

（２）試験研究の目的で使用するエックス線装置には、

この構造規格は適用されない。

（３）この構造規格が適用されるエックス線装置は、照

射筒、しぼり及びろ過板を取り付けることができる

構造のものでなければならない。

（４）この構造規格が適用されるエックス線装置のうち、

医療用のものと工業用のものとでは、そのエックス

線管について必要とされる遮へい能力が異なる。

（５）この構造規格が適用されるエックス線装置には、

見やすい箇所に、定格出力、型式、製造者名及び製

造年月が表示されていなければならない。

問２０ エックス線による非破壊検査業務に従事する労働者

１０人を含む３５０人の労働者を常時使用する製造業

の事業場の安全衛生管理体制として、法令に違反する

ものは次のうちどれか。

（１）安全衛生推進者を選任していない。

（２）総括安全衛生管理者を選任していない。

（３）選任している産業医は、事業場に専属の者ではない。

（４）衛生管理者は、第一種衛生管理者免許を有する者

のうちから選任している。

（５）安全委員会と衛生委員会の設置に代えて、安全衛

生委員会を設置している。

（午前終り）



エックス線作業主任者試験Ｂ

受験番号 ｴｯｸｽ線Ｂ

１／４

（エックス線の測定に関する知識）

問 １ 放射線の量と単位に関する次のＡからＤまでの記述

について、正しいものの組合せは(１)～(５)のうちど

れか。

Ａ 吸収線量は、放射線の照射により単位質量の物

質に付与されたエネルギーをいい、単位はＪ/kg、

その特別な名称はＧyで、あらゆる種類の放射線

に対して用いられる。

Ｂ 照射線量は、放射線の照射により、単位質量の

物質中に生成された電荷を表し、単位はＣ/㎏で、

あらゆる種類の放射線に対して用いられる。

Ｃ カーマは、放射線の照射により、単位質量の物

質中に生じた全荷電粒子の初期運動エネルギーの

総和であり、単位はＪ/kg、その特別な名称はＧy

で、エックス線などの間接電離放射線についての

み用いられる。

Ｄ 等価線量は、人体の特定の組織が受けた吸収線

量に、その組織の相対的な放射線感受性を表わす

組織荷重係数を乗じたもので、単位はSvが用いら

れる。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問 ２ 放射線防護のための線量の算定に関する次のＡから

Ｄまでの記述について、正しいものすべての組合せは

(１)～(５)のうちどれか。

Ａ 外部被ばくによる実効線量は、１cm線量当量及

び７０ 線量当量を用いて算定する。μm

Ｂ 皮膚の等価線量は、エックス線については７０

線量当量により算定する。μm

Ｃ 眼の水晶体の等価線量は、放射線の種類及びエ

μmネルギーの種類に応じて、１cm線量当量又は７０

線量当量のうちいずれか適切なものにより算定する。

μmＤ 妊娠中の女性の腹部表面の等価線量は、７０

線量当量により算定する。

（１）Ａ，Ｂ，Ｄ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ａ，Ｄ

（４）Ｂ，Ｃ

（５）Ｂ，Ｃ，Ｄ

問 ３ 次の文中の 内に入れるＡ及びＢの数字の組合

せとして、正しいものは(１)～(５)のうちどれか。

「 Ｃoの標準線源を用い線源から１ｍの場所で積算６０

型電離箱式サーベイメータの校正を行ったところ、指針

がフルスケールまで振れるのに１１分５０秒を要した。

このサーベイメータを用いて、ある場所で波高値に

よる管電圧１００kＶのエックス線装置によるエックス

線(最短波長は Ａ nm)の測定を行ったところ、フル

スケールになるのに９０秒を要した。

このエックス線に対するサーベイメータの校正定数

を０.９６とすれば、このときの真の１cm線量当量率

は、約 Ｂ Sv/hである。µ

ただし、この標準線源から１ｍの場所における空気

カーマ率は２.３×１０ Ｇy/hで、空気カーマから－５

１cm線量当量への換算係数は１.１Sv/Ｇyとする。」

Ａ Ｂ

（１）３.６５×１０ ２１０－２

（２）３.１８×１０ ２１０－２

（３）３.１８×１０ １９０－２

（４）１.２４×１０ ２１０－２

（５）１.２４×１０ １９０－２

問 ４ 放射線の測定等の用語に関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

（１）積分型の測定器において、放射線が入射して作用

した時点からの時間経過に応じて線量の読み取り値

が減少していく現象をフェーディングという。

（２）ＧＭ計数管の動作曲線において、印加電圧の変動

が計数率にほとんど影響を与えない範囲をプラトー

といい、プラトーが長く、傾斜が小さいほど、計数

管としての性能は良い。

（３）ＧＭ計数管が放射線の入射により一度作動し、一時的

に検出能力が失われた後、出力波高値が正常の波高値

にほぼ等しくなるまでに要する時間を回復時間という。

（４）計測器がより高位の標準器又は基準器によって次

々と校正され、国家標準につながる経路が確立され

ていることをトレーサビリティといい、放射線測定

器の校正は、トレーサビリティが明確な基準測定器

又は基準線源を用いて行う必要がある。

（５）物質が放射線のエネルギー１００eＶを吸収したと

き化学変化する原子数をＷ値といい、物質が変わっ

てもほぼ一定の値となるため、化学線量計による測

定で用いられる。



問 ５ エックス線の測定に用いるシンチレーション検出器

に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）シンチレータには、微量のタリウムを含有させて

活性化したヨウ化ナトリウム結晶などが用いられる。

（２）シンチレータに放射線が入射すると、紫外領域の

減衰時間の長い蛍光が放出される。

（３）シンチレータに密着して取り付けられた光電子増

倍管により、光は光電子に変換、増倍された後、電

流パルスとして出力が得られる。

（４）光電子増倍管から得られる出力パルス波高値には、

入射放射線のエネルギーの情報が含まれている。

（５）光電子増倍管の増倍率は、印加電圧に依存するの

で、光電子増倍管に印加する高圧電源は安定化する

必要がある。

問 ６ 次のＡからＤまでのエックス線と、その測定に用い

るサーベイメータの種類について、適切なものの組合

せは(１)～(５)のうちどれか。

Ａ 散乱線を多く含むエックス線

…………………… 電離箱式サーベイメータ

Ｂ ２００mSv/h程度の高線量率のエックス線

……………… ＧＭ計数管式サーベイメータ

Ｃ ０.１ Sv/h程度の低線量率のエックス線µ
……… シンチレーション式サーベイメータ

Ｄ １０keV程度の低エネルギーのエックス線

………… 半導体式ポケットサーベイメータ

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問 ７ ＧＭ計数管式サーベイメータによりエックス線を測

定し、１２００cpsの計数率を得た。

ＧＭ計数管の分解時間が１００ ｓであるとき、数えµ

落としの値(cps)に最も近いものは次のうちどれか。

（１）１３０

（２）１４０

（３）１６０

（４）２００

（５）２４０

ｴｯｸｽ線Ｂ

２／４

問 ８ 計数管を用いたサーベイメータによる測定に関する

次の文中の 内に入れるＡからＣの語句の組合せ

として、正しいものは(１)～(５)のうちどれか。

「計数管の積分回路の時定数の値を大きくすると、

指針のゆらぎが Ａ なり、指示値の相対標準偏差は

Ｂ なるが、応答は Ｃ なる。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）小さく 小さく 遅く

（２）小さく 大きく 遅く

（３）大きく 大きく 遅く

（４）大きく 小さく 速く

（５）小さく 小さく 速く

問 ９ 被ばく線量測定のための放射線測定器に関する次の

記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）フィルムバッジは、各フィルターによるフィルム

の濃度変化から、被ばく放射線の実効エネルギーを

推定することができる。

（２）熱ルミネッセンス線量計は、放射線照射後、素子

を加熱することによって発する蛍光の強度と被ばく

線量との関係が、グロー曲線とよばれる曲線で示さ

れることを利用した線量計である。

（３）ＰＤ型ポケット線量計は、充電により先端がＹ字

状に開いた石英繊維が、放射線の入射により閉じて

くることを利用した線量計である。

（４）光刺激ルミネッセンス（ＯＳＬ）線量計は、輝尽

性発光を利用した線量計で、素子には炭素添加酸化

アルミニウムなどが用いられている。

（５）半導体式ポケット線量計は、放射線の固体内での

電離作用を利用した線量計で、検出器としてＰＮ接

合型Ｓi半導体が用いられている。

問１０ 蛍光ガラス線量計に関する次の記述のうち、誤って

いるものはどれか。

（１）素子には銀活性リン酸塩ガラスが用いられる。

（２）放射線照射により形成された蛍光中心に紫外光を

当て、生じる蛍光を測定することにより線量を読み

取る。

（３）一度線量を読み取ると、蛍光中心は消えてしまう

ので、再度読み取ることはできない。

（４）高温下でのアニーリング処理により、素子は繰り

返し使用することができる。

（５）フェーディングはきわめて小さい。



（この科目が免除されている方は、問１１～問２０は解答し

ないで下さい。）

（エックス線の生体に与える影響に関する知識）

問１１ 細胞の放射線感受性に関する次の記述のうち、正し

いものはどれか。

（１）細胞分裂の周期の中で、細胞の放射線感受性が最

も高いのはＭ期（分裂期）である。

（２）細胞分裂の周期のＳ期（ＤＮＡ合成期）前半の細

胞は、Ｓ期後半の細胞より放射線感受性が低い。

（３）Ｍ期とＳ期の間のＧ 期の後期は、放射線感受性１

がきわめて低く、この時期に照射を受けてもＤＮＡ

の損傷は直ちに修復され、染色体の構造異常が生じ

ることもない。

（４）線量を横軸に、細胞の生存率を縦軸にとりグラフ

にすると、ほとんどの哺乳動物細胞では指数関数型
ほ

となり、バクテリアではシグモイド型となる。

（５）細胞の放射線感受性の指標として用いられる平均

致死線量は、照射を受けた細胞集団のうち、５０％

の細胞が死滅する線量である。

問１２ 放射線感受性に関する次の文中の 内に入れる

ＡからＣの組織名の組合せとして、適切なものは(１)

～(５)のうちどれか。

「成人の人体の組織のうちの一部について、放射線

に対する感受性の高いものから低いものへと順に並べ

ると、骨髄、 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ となる。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）毛 の う 甲 状 腺 神経組織
せん

（２）毛 の う 筋 肉 肺

（３）神経組織 肺 筋 肉

（４）甲 状 腺 神経組織 肺

（５）甲 状 腺 毛 の う 神経組織

問１３ 放射線による次のＡからＤまでの障害のうち、しき

い線量が存在しないものすべての組合せは(１)～(５)

のうちどれか。

Ａ 永 久 不 妊

Ｂ 肺 が ん

Ｃ 催 奇 形

Ｄ 遺伝的障害

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｄ

（４）Ａ，Ｂ，Ｃ

（５）Ｂ，Ｃ，Ｄ

ｴｯｸｽ線Ｂ

３／４

問１４ 生体に対する放射線効果に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（１）ＬＥＴ（線エネルギー付与）とは、物質中を放射

線が通過するとき、荷電粒子の飛跡に沿って単位長

さ当たりに物質に与えられる平均エネルギーをいい、

放射線の線質を表す指標とされる。

（２）ＲＢＥ（生物学的効果比）とは、基準となる放射線

と問題にしている放射線とが、同じ生物学的効果を

与えるときの各々の吸収線量の比で、線質の異なる

放射線の生物学的効果の違いを示す場合に用いられ

る。

（３）線量率効果（線量率依存性）とは、同一線量の照

射でも、線量率が低くなると生物学的効果が小さく

なることをいう。

（４）ＯＥＲ（酸素増感比）とは、生体内に酸素が存在

しない状態と存在する状態とを比較し、同じ生物学

的効果を与える線量の比で、酸素効果の大きさを表

すものである。

（５）放射線荷重係数とは、大線量被ばくによる急性影

響に関する各種放射線のＲＢＥの値をもとに定めら

れた係数で、線質の異なる放射線による確定的影響

の程度を評価するために用いられる。

問１５ エックス線被ばくによる末梢血液中の血球成分への
しょう

影響に関する次のＡからＤまでの記述について、正し

いものの組合せは(１)～(５)のうちどれか。

Ａ 末梢血液中の血球数の変化は２５０mＧy程度の

被ばくから認められる。

Ｂ 末梢血液中の赤血球の減少により、出血傾向が

現れる。

Ｃ 末梢血液中の白血球の減少により、感染に対す

る抵抗力が弱くなる。

Ｄ 末梢血液の成分のうち、血小板は、放射線感受

性が低く、被ばく後減少が現れるのが最も遅い。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ



問１６ エックス線の直接作用と間接作用に関する次の記述

のうち、正しいものはどれか。

（１）エックス線が、生体高分子を構成する原子と、直

接、相互作用することにより、生体高分子を破壊し

て細胞に障害を与える作用が直接作用である。

（２）エックス線が生体内の水分子を構成する原子と相

互作用し、その結果生成された２次電子が生体高分

子を破壊する作用が間接作用である。

（３）エックス線が生体に与える影響は、間接作用によ

るものより直接作用によるものの方が大きい。

（４）溶液中の酵素の濃度を変えて一定線量のエックス

線を照射するとき、酵素の濃度が増すに従って酵素

の全分子数のうち不活性化されたものの占める割合

が減少することは、主に直接作用により説明される。

（５）生体中にシステイン、システアミンなどのＳＨ化

合物が存在すると放射線効果が減少することは、主

に間接作用により説明される。

問１７ 下図は、マウスの全身に大線量のエックス線を、一

回照射した後の平均生存日数と線量との関係をいずれ

も対数目盛りで示したものである。

図中の①～③の領域に関する次の記述のうち、正し

いものはどれか。

（１）①の領域における主な死因は、消化管の障害である。

（２）ＬＤ に相当する線量は、一般に①の領域内に50/30

ある。

（３）②の領域における平均生存日数は、１月程度であ

り、線量にかかわらずほぼ一定である。

（４）被ばく線量１０Ｇyは、③の領域内にある。

（５）③の領域における平均生存日数は、１～２週間で

ある。

平

均

生

存

日

数（

対 ① ② ③

数
Ｇy

線 量 （対数）

）

ｴｯｸｽ線Ｂ

４／４

問１８ 放射線の線量とその生体に与える影響との関係に関

する次のＡからＤまでの記述について、正しいものの

組合せは(１)～(５)のうちどれか。

Ａ 被ばく線量と確定的影響の発生確率の関係を示

す曲線は、シグモイド型となる。

Ｂ 確定的影響の程度は、実効線量により評価される。

Ｃ 遺伝的影響は、確率的影響に分類されている。

Ｄ 放射線防護の目的は、確率的影響の発生を完全

に防止することである。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問１９ エックス線による晩発影響に関する次の記述のうち、

正しいものはどれか。

（１）潜伏期の長さが３～４週間である影響は、晩発影

響に分類される。

（２）放射線皮膚炎のうち、脱毛は、潜伏期が長く、晩

発影響の一つとされる。

（３）晩発影響の一つである発がんのうち、白血病は、

その他のがんに比べて潜伏期がきわめて長い。

（４）晩発影響の一つである白内障の潜伏期の長さは、

１月から２年程度で、被ばく線量の大小による影響

を受けない。

（５）晩発影響には、確定的影響に分類されるものと確

率的影響に分類されるものが含まれる。

問２０ 胎内被ばくに関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（１）着床前期の被ばくでは、胚の死亡が起こることが
はい

あるが、被ばくしても生き残り発育を続けて出生し

た子供には、被ばくによる影響はみられない。

（２）器官形成期の被ばくでは、奇形が発生することが

ある。

（３）胎児期の被ばくでは、出生後、精神発達の遅滞が

みられることがある。

（４）胎内被ばくによる胎児の奇形の発生は、確定的影

響によるものである。

（５）胎内被ばくを受け出生した子供にみられる発育不

全は、確率的影響によるものである。

（終 り）


